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＜要旨＞ 米国エネルギー省ボンネビ］レ電力局(BPA)て開発されている電力系統過渡現象の解析フ
゜ロ

グラム EMT P (Electro Magnetic Transients Program)は， 従来のアナログ的解析手法と比較

して， 特別な設備が不要であり， キメの細かい解析が可能である， などの特徴がある。 また， 他の過渡
現象解析フ゜ログラムと比較して汎用性と精度の点で優れている。そのため当所も昭和57年4月に情報ジ
ステム部の協力を得て， このプログラム(EMTPモード31)を導入し， 現在試行使用している。今後，
雷サ ー ジ解析， 開閉サージ解析， 系統開閉過渡過電圧解析など， 広範な適用が考えられるので， そ の概
要を紹介する。

1. EMT Pの計算手法
EMTPは， 一般的には電力系統に発生する各

種の過渡現象の計算を目的としている。その計算
手法の特徴は， すべての回路素子を電流源と抵抗
による等価回路に置き換え， 節点解析法を用いて
解を求めることである。各種素子の等価回路を第
1図に示す。
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第1図 抵抗回路への等価変換

ここで， 第1図の各種素子のうち， リアクト］レ
を例にとって， 等価回路への変換について説明す
る。

第1図 (a)において
L :インダククンスの大きさ
V(t) ：ある時刻tにおけるインダククンス両端

の電位差
袖：ある時刻tにインダククンスの端子へ流

入する電流
とすると， L, v（ t), 1

・

( t) は次の関係式であらわさ
れる。

Vco =L·dico/dt ······(1)

これを変形して
dico/dt=l/ L·Vctl ··… •(2)

この式を過去の時点(t-Jt)から時 刻tまで積
分すれば， 次式のようになる。ただしLltは傲小
時間(EMTP計算では計算ステッフ゜時間）であ
る。

i( 1) - i ( 1-Jt) ＝ 1 IL •『 Vco ·dt ······(3)
t-JI 

式(3)の積分を第2圏のように台形近似する。すな
わち， 斜線の部分を， v（t-』t)を上底， v（t)を下底，
Jtを高さとする台形とみなすと， その面積は，

1/2 · {V(t-4t)＋ v(t)｝・ Jt ・・・・• •(4) 

であらわされるため， 式(3)右辺の積分は次の式で
あらわされる。

『 Vco·dt=L1t/2· {v(I) +v<1-41l} ··… •(5)l-4t 

式(3)右辺へ式(5)を代入して変形すると， 次の式が
得られる。
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